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質量降着率と降着円盤
・質量降着率が小さい,./%0%$-場合、降着円盤内側に放射不良降着円盤)*!+

となる ,12"2324(5(67($889-。(

・電波の強い!:1は質量降着率が低く、)*!+を持つと考えられている,;"<.#(=>(

2?0(&%$$-(@(電波ジェットの起源,詳しいメカニズムは未確定-(

・幾何学的に厚い)*!+に降着円盤の外縁が照らされることで、ダブルピークを
持つバルマー輝線が放射されると考えられている,AB=4(5(B2?#="4($8C8-。(
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)*!+とダブルピーク輝線
・幾何学的に厚い)*!+に降着円盤の外縁が照らされることで、ダブルピークを
持つバルマー輝線が放射されると考えられている,AB=4(5(B2?#="4($8C8-。(

・ダブルピークのプロファイルとその変動は、)*!+のサイズと活動性を反映して
いる可能性がある。(

・)*!+の存在が示唆されているダブルピーク天体!"#$%&'のモニター観測を行
い)*!+のサイズや活動性に制限を設けることを目指す。(
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インクリネーション：F&G(
ダブルピーク成分の放射領域：F9%H$%%%)

:(

元の輝線幅：&%%%(I.JK
(

降着円盤モデルに一致

!"#$%&'のLMスペクトル

,AB=4(=>(2?0(&%%&-(



得られたスペクトル

観測日は
&%$FJ9J$NH&%$FJOJ$%

LM輝線を(
ダブルピーク短波長(

'P)スペクトル(

ダブルピーク長波長(

の３領域に区切り積
分値を比較



'、Qバンドでは日スケールの変動が見られた(

一方、分光によるOC%%Åの連続光には(

変動が見られなかった,'、Qバンドと矛盾-(

LM輝線の変動はダブルピーク成分と'P)成分(

に同じ変動が見られた(

,異なる領域を見ているはずなので、誤検出の(

可能性が高い-(

'P)成分

'バンド

Qバンド

ダブルピーク成分(

,長波長-

ダブルピーク成分(

,短波長-

OC%%Å

現状では分光データの系統エラーが大きく(
ダブルピーク成分の優位な変動を(
検出することができなかった

系統エラーの軽減とスペクトルの成分分離(

精度の向上を行う予定(


